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本会議の模様を上市町公式YouTube で公開中
本会議（9/1）

提案理由、決算審査報告
本会議（9/16）本会議（9/4）

一般質問前半
本会議（9/4）
一般質問後半 委員長報告・討論・採決

本会議の審議結果は
こちらから↓

令和7年（２０２5年）９月定例会の審議の要点令和7年（２０２5年）９月定例会の審議の要点
　９月定例会は、９月１日（月）から９月16日（火）までの16日間にわたり開かれました。専
決処分の承認３件、一般会計・特別会計２件・企業会計３件の補正予算計６件、条例一部改正１
件、令和６年度決算認定９件、人事案件１件の合計20件について審議しました。すべて原案のと
おり承認・可決・認定・同意しました。

●令和７年度補正予算●

主な補正の内容

令和６年度決算

一般会計補正予算…………１億７１３４万円増額（総額１１３億２４１３万円）

特別会計補正予算…………………８３５万円増額

企業会計補正予算………………１２１３万円増額

（総額２７億１１９１万円）

（総額６６億８６４１万円）

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
　　国庫支出金　　　　　　５１３３万円
担い手応援！農地管理効率化事業費補助金
　　県支出金　　　　　　　　１０５万円
経営体育成支援事業費補助金
　　県支出金　　　　　　　　２６０万円

　令和6年度末の財産状況は、財政調整基金が12億円以上の残高、町債管理基金も7億円以
上の残高で、基金全体で39億円の残高を維持しており、不測の事態への蓄えや将来的な投
資への原資が一定額確保されている。

細田守監督新作「果てしなきスカーレット｣
公開記念事業費　　　　　　　１５７万円
富山地方鉄道本線あり方調査業務負担金
　　　　　　　　　　　　　　１５０万円
上市中学校地歴・地質調査業務委託料
　　　　　　　　　　　　　１１１２万円

歳入 歳出

歳入決算額

一 般 会 計

特 別 会 計

113億8161万円

27億6685万円

歳出決算額

111億3066万円

26億8101万円

翌年度繰越財源

5042万円

5万円

実質収支額

2億52万円の黒字

8578万円の黒字
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い
る
。
利
用
状
況
は
ど
う

か
。

　

第
２
合
葬
墓
の
生
前
申

込
を
含
め
た
許
可
数
は
77

柱
。
納
骨
済
は
61
柱
。
第

１
第
２
合
葬
墓
を
合
わ
せ

た
許
可
数
は
１
９
８
柱
。

第
１
合
葬
墓
は
、
全
て
埋

ま
っ
て
い
る
が
、
第
２
合

葬
墓
の
予
定
数
は
４
０
０

柱
で
ま
だ
余
裕
が
あ
る
。

産
業
課

「
馬
場
島
コ
ン
サ
ー
ト
秋

の
弦
楽
四
重
奏
」
の
定
員

が
30
名
な
の
は
も
っ
た
い

な
い
の
で
は
。

　

馬
場
島
荘
で
行
う
た

め
、
30
名
程
度
と
し
た
。

本
来
は
北
ア
ル
プ
ス
文
化

セ
ン
タ
ー
の
開
催
を
考
え

た
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
上

合
わ
な
か
っ
た
。

【
審
議
の
結
果
】

委
員
会
所
管
の
議
案
を
全

会
一
致
で
可
決
及
び
承
認

し
た
。

所
管
事
務
事
項
の
継
続
審

査
は
了
承
。

企
画
課

富
山
地
方
鉄
道
の
本
線
沿

線
自
治
体
の
分
科
会
と
は
。

　

分
科
会
は
３
市
１
町
の

首
長
が
公
式
に
行
う
会

議
。
色
々
と
報
道
さ
れ
て

い
る
が
、
今
は
調
査
中
で

あ
り
、
調
査
が
終
わ
れ
ば

分
科
会
が
開
催
さ
れ
る
。

　

町
民
の
交
通
機
関
と
し

て
残
す
た
め
に
利
用
促
進

を
し
っ
か
り
や
る
。　
　

ス
マ
ホ
役
場
の
加
入
と
通

報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
は
。

　

ス
マ
ホ
役
場
加
入
者
は

増
え
て
い
る
。
通
報
シ
ス

テ
ム
の
利
用
は
少
な
い
が

野
生
動
物
の
出
没
、
遊
歩

道
・
登
山
道
の
崩
壊
等
の

通
報
件
数
は
増
え
て
い
る
。

財
務
課

物
価
高
騰
対
応
支
援
の
補

正
予
算
の
内
容
は
。

　

昨
年
度
の
定
額
減
税
の

未
完
了
分
及
び
か
み
い
ち

総
合
病
院
へ
の
燃
料
高
騰

分
で
あ
る
。

報
告
事
項

　

財
務
課
所
管
の
Ｄ
Ｘ
と

し
て
、
富
山
共
同
電
子
入

札
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

予
定
で
あ
る
。
９
月
に
業

者
向
け
説
明
会
を
開
催

し
、
令
和
８
年
１
月
に
運

用
を
開
始
し
た
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局

小
中
学
生
が
全
国
大
会
に

出
場
し
た
り
、
優
勝
等
好

成
績
の
場
合
、
町
の
補
助

金
や
支
援
等
は
。

　

全
国
大
会
等
へ
参
加
す

る
小
中
学
生
に
対
し
、
全

国
大
会
等
参
加
補
助
金
制

度
が
あ
る
。

　

全
国
大
会
等
で
活
躍
し

た
選
手
に
対
し
、
看
板
等

を
町
で
設
置
し
て
い
る
。

自
治
公
民
館
で
の
照
明
設

備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
補
助
制

度
は
な
い
か
。

　

自
治
会
の
公
民
館
は
大

規
模
改
修
や
バ
リ
ヤ
フ
リ

ー
改
修
に
対
す
る
補
助
制

度
は
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

公
民
館
の
事
情
も
違
う
と

こ
ろ
だ
が
自
治
会
の
声
も

聞
き
な
が
ら
探
っ
て
い

く
。

【
審
議
の
結
果
】

委
員
会
所
管
の
議
案
を
全

会
一
致
で
可
決
及
び
承
認

し
た
。

所
管
事
務
事
項
の
継
続
審

査
は
了
承
。

か
み
い
ち
総
合
病
院

診
療
報
酬
の
見
直
し
を
含

め
た
収
支
の
今
後
の
見
通

し
は
。

　

収
入
に
つ
い
て
診
療
報

酬
の
改
定
が
実
際
の
支
出

に
追
い
つ
い
て
い
な
い
。

病
院
と
し
て
も
全
国
自
治

体
協
議
会
を
通
じ
て
引
上

げ
を
要
望
し
て
い
る
。

町
民
課

令
和
４
年
に
造
っ
た
第
２

合
葬
墓
は
好
評
と
聞
い
て

一
般
会
計
・
特
別
会
計

墓
地
公
園
の
使
用
料
収
入

が
下
が
っ
た
理
由
は
。

　

墓
地
使
用
の
申
請
件
数

が
、
令
和
６
年
度
は
令
和

５
年
度
よ
り
少
な
か
っ
た

た
め
。
ま
た
、
区
画
ご
と

に
金
額
が
違
い
、
令
和
５

年
度
は
高
い
区
画
で
の
申

請
が
あ
っ
た
。

病
院
事
業
会
計

医
師
が
４
名
減
っ
て
い
る
。

診
療
へ
の
影
響
は
。

　

正
規
職
員
で
は
４
名
減

っ
て
い
る
が
、
う
ち
内
科

医
１
名
と
外
科
医
１
名
は

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し

て
引
き
続
き
勤
務
し
て
い

る
。
現
状
の
人
数
を
確
保

す
る
た
め
、
今
後
も
大
学

の
医
局
に
要
望
し
て
い
く
。

外
科
の
手
術
件
数
は
減
っ

て
い
る
の
か
。

　

大
学
か
ら
非
常
勤
医
師

が
応
援
に
来
て
お
り
、
件

数
は
そ
れ
ほ
ど
減
っ
て
は

い
な
い
。

下
水
道
事
業
会
計

中
新
川
広
域
行
政
事
務
組

合
に
管
を
繋
げ
た
場
合
、

石
仏
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
か

か
る
費
用
は
下
が
る
の
か
。

　

町
単
独
で
ポ
ン
プ
を
動

か
す
の
に
必
要
な
経
費
や

汚
泥
処
理
費
用
が
抑
え
ら

れ
る
た
め
安
く
な
る
。

有
収
率
と
は
。

　

全
体
の
処
理
水
量
に
対

し
、
下
水
道
使
用
料
が
か

か
る
水
量
の
率
の
こ
と
。

有
収
率
72
・
５
％
は
一
般

的
に
高
い
か
低
い
か
。

　

明
ら
か
に
低
い
。
雨
水

な
ど
の
不
明
水
の
影
響
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
後

調
査
し
て
い
く
。

水
道
事
業
会
計

今
後
の
漏
水
対
策
を
ど
う

取
り
組
む
か
。

　

令
和
元
年
度
の
「
上
市

町
配
水
管
更
新
計
画
」
を

も
と
に
、
特
に
幹
線
管
な

ど
を
重
点
的
に
更
新
し
て

い
く
。

【
審
議
の
結
果
】

委
員
会
所
管
の
議
案
を
全

会
一
致
で
可
決
及
び
認
定

し
た
。

委

員

会

報

委

員

会

報

告告

決
算
審
査

特
別
委
員
会

総
務
教
育

常
任
委
員
会

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

かみいち町議会広報

3



松本　寛議員

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

義
務
教
育
学
校
の
建
設
に

つ
い
て

「
上
市
町
こ
ど
も
の

権
利
条
例
」
の
概
要

は

町
民
へ
の
周
知
と
理

解
促
進
は

酒井桂之議員

議
員

　「
こ
ど
も
の
権
利

条
例
」
が
令
和
７
年
10
月

１
日
に
施
行
さ
れ
る
。
条

例
の
制
定
と
施
行
が
ゴ
ー

ル
で
は
な
く
、
そ
の
理
念

を
実
際
の
施
策
や
教
育
、

地
域
の
意
識
の
中
に
根
付

か
せ
て
い
く
こ
と
が
何
よ

り
も
重
要
だ
。

福
祉
課
長
　
条
例
の
冒
頭

に
は
制
定
に
あ
た
っ
て
聴

取
し
た
当
町
の
こ
ど
も
た

ち
の
意
見
を
盛
り
込
ん
だ

前
文
を
お
き
、
大
人
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
し
ま
し

た
。そ
の
う
え
で
、
ま
ず

目
的
や
用
語
な
ど
を
定
義

し
た
「
総
則
」、
次
に
安
心

し
て
生
き
る
権
利
や
自
分

ら
し
く
育
つ
権
利
な
ど
の

「
こ
ど
も
の
権
利
の
保
障
」、

そ
し
て
行
政
や
保
護
者
な

ど
「
こ
ど
も
に
関
わ
る
者

の
役
割
」
と
こ
ど
も
た
ち

の
社
会
参
加
の
機
会
の
確

保
や
虐
待
防
止
等
に
係
る

「
基
本
施
策
」、
こ
れ
ら
４

章
の
構
成
と
し
て
い
る
。

福
祉
課
長
　
本
年
４
月
に

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
専

門
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た

り
、
ス
マ
ホ
役
場
や
広
報

上
市
で
の
情
報
発
信
、
７

月
に
は
小
中
学
校
の
保
護

者
や
学
校
関
係
者
に
学
校

安
心
安
全
メ
ー
ル
を
通
し

た
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
特
に
、
本
条
例
の
主
役

で
あ
る
こ
ど
も
に
対
し
て

は
、
小
中
学
校
全
て
の
児

童
生
徒
に
こ
ど
も
向
け
チ

ラ
シ
を
配
布
す
る
と
と
も

に
、
６
年
生
を
中
心
に
条

例
に
つ
い
て
の
説
明
会
な

ど
を
実
施
し
た
。

「
上
市
町
こ
ど
も
の
権
利
条
例
」の

周
知
と
理
解
促
進
を

富
山
地
鉄
鉄
道
線
は
町
民
の
大
切
な
足

引
き
続
き
利
用
促
進
と
支
援
を

一
般
質
問

議
員
　
富
山
地
方
鉄
道
の

あ
り
方
検
討
会
の
検
討
状

況
と
方
向
性
は
。

町
長
　
令
和
６
年
11
月
28

日
に
沿
線
７
市
町
村
の
首

長
と
県
知
事
か
ら
な
る
検

討
会
を
立
ち
上
げ
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
中
長

期
的
な
あ
り
方
を
検
討
す

る
目
的
で
、
上
市
以
東
の

本
線
に
つ
い
て
は
黒
部

市
、
魚
津
市
、
滑
川
市
、

上
市
町
の
３
市
１
町
で
構

成
す
る
本
線
分
科
会
で
議

論
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

本
線
分
科
会
で
は
、
上
市

―
宇
奈
月
間
の
利
用
状
況

や
経
営
状
況
を
把
握
し
、

想
定
さ
れ
る
運
行
形
態
毎

に
必
要
経
費
の
算
定
や
区

間
収
支
の
予
測
、
課
題
整

理
を
行
う
な
ど
、
本
線
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
基
礎
資
料
を
作
成
す
る

た
め
の
調
査
を
進
め
て
お

り
、
今
定
例
会
に
調
査
費

用
の
当
町
分
の
負
担
金
の

補
正
予
算
を
上
程
し
て
い

る
。

　
今
後
の
方
向
性
は
調
査

結
果
が
出
て
い
な
い
現
時

点
で
申
し
上
げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
令
和
８
年
２

月
に
最
終
的
な
調
査
デ
ー

タ
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
る

予
定
だ
が
、
方
針
の
決
定

ま
で
に
時
間
の
猶
予
が
な

い
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年

10
月
頃
の
中
間
報
告
が
出

さ
れ
た
時
点
で
本
線
の
中

長
期
的
な
あ
り
方
に
つ
い

て
本
格
的
に
議
論
し
て
い

く
。

　
当
町
と
し
て
は
、
議
論

の
行
方
が
ど
う
な
ろ
う
と

上
市
町
民
の
大
切
な
足
で

あ
る
た
め
、
新
相
ノ
木
駅

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐

車
場
拡
張
の
可
能
性
や
カ

ミ
鉄
の
旅
の
再
実
施
を
検

討
す
る
な
ど
、
引
き
続
き

富
山
地
方
鉄
道
鉄
道
線
の

利
用
促
進
に
取
り
組
む
。

一
般
質
問
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富山県警リーフレット

酒井一好議員

寺西庄司議員

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現

　状
と
課
題

・
学
校
体
育
館
の
暑
さ
対

　策
を

条
例
制
定

支
援
の
提
供
体
制

支
援
の
取
り
組
み

災
害
時
の
通
信
確
保

を

政
府
指
針
改
定
基
準

に
対
す
る
状
況
と
今

後
の
方
針

衛
星
通
信
ア
ン
テ
ナ
の

イ
メ
ー
ジ
図（G

em
ini

に
て
生
成
）

議
員

　避
難
所
の
生
活
環

境
を
全
国
水
準
で
底
上
げ

す
る
こ
と
を
狙
い
、「
自

治
体
向
け
の
避
難
所
に
関

す
る
取
組
指
針
・
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」が
改
定
さ
れ
た
。

上
市
町
で
の
状
況
と
今
後

の
方
針
は
。

総
務
課
長
　
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
国
の
交
付
金
を
活

用
し
て
増
強
に
努
め
て
き

た
が
、
国
の
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
。
協
定
先
の

事
業
者
な
ど
か
ら
簡
易
ト

イ
レ
等
を
調
達
す
る
や
り

方
が
出
来
な
い
か
等
も
含

め
対
応
を
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
避
難
施
設
一
人

あ
た
り
の
居
住
ス
ペ
ー
ス

も
最
新
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
。
町
指
定
避
難
所

は
基
本
的
に
公
共
施
設
を

活
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
各
町
内
会
所
有

の
施
設
や
民
間
施
設
な
ど

も
追
加
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
く
。

議
員

　全
国
の
自
治
体
で

は
、
地
上
の
通
信
網
に
依

存
し
な
い
「
衛
星
通
信
シ

ス
テ
ム
」
を
活
用
す
る
動

き
が
広
が
っ
て
い
る
。
ス

タ
ー
リ
ン
ク
等
の
衛
星
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
導
入

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
町

の
現
状
認
識
と
今
後
の
方

針
は
。

総
務
課
長
　
以
前
に
ス
タ

ー
リ
ン
ク
を
導
入
で
き
な

い
か
検
討
し
た
が
、
ア
ン

テ
ナ
や
機
材
を
施
設
ご
と

に
設
置
す
る
必
要
性
や
平

常
時
で
も
通
信
料
や
保
守

料
な
ど
に
１
台
当
た
り
年

間
90
万
円
程
度
か
か
り
、

導
入
を
見
送
っ
た
経
緯
が

あ
る
。
今
後
と
も
情
報
の

収
集
に
努
め
、
費
用
対
効

果
も
考
え
な
が
ら
必
要
な

整
備
を
行
っ
て
い
く
。

避
難
所
の
整
備
を

一
般
質
問

議
員

　犯
罪
被
害
者
支
援

に
関
す
る
県
内
の
状
況
は

ど
う
か
。

町
長
　
犯
罪
被
害
者
等
基

本
法
に
基
づ
き
、
全
国
で

犯
罪
被
害
者
の
支
援
に
特

化
し
た
条
例
制
定
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
平
成
29
年

に
「
富
山
県
犯
罪
被
害
者

支
援
条
例
」
が
施
行
さ
れ

て
以
降
、
市
町
村
で
は
滑

川
市
、
舟
橋
村
、
魚
津
市

及
び
砺
波
市
が
、
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
を
施
行

し
て
い
る
。

議
員

　支
援
の
具
体
的
な

内
容
は
ど
う
か
。

町
長
　
令
和
５
年
に
国
の

犯
罪
被
害
者
等
施
策
推
進

会
議
に
お
い
て
「
地
方
に

お
け
る
途
切
れ
の
な
い
支

援
の
提
供
体
制
の
強
化
」

が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
現
在
、
富
山
県
で
は
、

専
門
の
知
識
と
経
験
を
有

す
る
「
犯
罪
被
害
者
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
が

中
心
と
な
っ
て
、
県
・
市

町
村
や
警
察
、
民
間
支
援

団
体
の
制
度
・
サ
ー
ビ
ス

を
包
括
し
て
支
援
の
提
供

を
行
う
「
多
機
関
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
体
制
」

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
令
和
８
年
度
か
ら
稼

働
す
る
見
込
み
だ
。

議
員

　上
市
町
で
の
条
例

制
定
の
展
望
は
ど
う
か
。

町
長
　
令
和
８
年
度
か
ら

県
中
心
の
支
援
体
制
が
構

築
さ
れ
る
の
で
、
上
市
町

と
し
て
は
、
同
年
度
か
ら

施
行
す
る
予
定
と
す
る
。

犯
罪
被
害
者
へ
途
切
れ
な
い
支
援
を

一
般
質
問

松本　寛議員

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

義
務
教
育
学
校
の
建
設
に

つ
い
て

「
上
市
町
こ
ど
も
の

権
利
条
例
」
の
概
要

は

町
民
へ
の
周
知
と
理

解
促
進
は

酒井桂之議員

議
員

　「
こ
ど
も
の
権
利

条
例
」
が
令
和
７
年
10
月

１
日
に
施
行
さ
れ
る
。
条

例
の
制
定
と
施
行
が
ゴ
ー

ル
で
は
な
く
、
そ
の
理
念

を
実
際
の
施
策
や
教
育
、

地
域
の
意
識
の
中
に
根
付

か
せ
て
い
く
こ
と
が
何
よ

り
も
重
要
だ
。

福
祉
課
長
　
条
例
の
冒
頭

に
は
制
定
に
あ
た
っ
て
聴

取
し
た
当
町
の
こ
ど
も
た

ち
の
意
見
を
盛
り
込
ん
だ

前
文
を
お
き
、
大
人
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
し
ま
し

た
。そ
の
う
え
で
、
ま
ず

目
的
や
用
語
な
ど
を
定
義

し
た
「
総
則
」、
次
に
安
心

し
て
生
き
る
権
利
や
自
分

ら
し
く
育
つ
権
利
な
ど
の

「
こ
ど
も
の
権
利
の
保
障
」、

そ
し
て
行
政
や
保
護
者
な

ど
「
こ
ど
も
に
関
わ
る
者

の
役
割
」
と
こ
ど
も
た
ち

の
社
会
参
加
の
機
会
の
確

保
や
虐
待
防
止
等
に
係
る

「
基
本
施
策
」、
こ
れ
ら
４

章
の
構
成
と
し
て
い
る
。

福
祉
課
長
　
本
年
４
月
に

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
専

門
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た

り
、
ス
マ
ホ
役
場
や
広
報

上
市
で
の
情
報
発
信
、
７

月
に
は
小
中
学
校
の
保
護

者
や
学
校
関
係
者
に
学
校

安
心
安
全
メ
ー
ル
を
通
し

た
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
特
に
、
本
条
例
の
主
役

で
あ
る
こ
ど
も
に
対
し
て

は
、
小
中
学
校
全
て
の
児

童
生
徒
に
こ
ど
も
向
け
チ

ラ
シ
を
配
布
す
る
と
と
も

に
、
６
年
生
を
中
心
に
条

例
に
つ
い
て
の
説
明
会
な

ど
を
実
施
し
た
。

「
上
市
町
こ
ど
も
の
権
利
条
例
」の

周
知
と
理
解
促
進
を

富
山
地
鉄
鉄
道
線
は
町
民
の
大
切
な
足

引
き
続
き
利
用
促
進
と
支
援
を

一
般
質
問

議
員
　
富
山
地
方
鉄
道
の

あ
り
方
検
討
会
の
検
討
状

況
と
方
向
性
は
。

町
長
　
令
和
６
年
11
月
28

日
に
沿
線
７
市
町
村
の
首

長
と
県
知
事
か
ら
な
る
検

討
会
を
立
ち
上
げ
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
中
長

期
的
な
あ
り
方
を
検
討
す

る
目
的
で
、
上
市
以
東
の

本
線
に
つ
い
て
は
黒
部

市
、
魚
津
市
、
滑
川
市
、

上
市
町
の
３
市
１
町
で
構

成
す
る
本
線
分
科
会
で
議

論
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

本
線
分
科
会
で
は
、
上
市

―
宇
奈
月
間
の
利
用
状
況

や
経
営
状
況
を
把
握
し
、

想
定
さ
れ
る
運
行
形
態
毎

に
必
要
経
費
の
算
定
や
区

間
収
支
の
予
測
、
課
題
整

理
を
行
う
な
ど
、
本
線
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
基
礎
資
料
を
作
成
す
る

た
め
の
調
査
を
進
め
て
お

り
、
今
定
例
会
に
調
査
費

用
の
当
町
分
の
負
担
金
の

補
正
予
算
を
上
程
し
て
い

る
。

　
今
後
の
方
向
性
は
調
査

結
果
が
出
て
い
な
い
現
時

点
で
申
し
上
げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
令
和
８
年
２

月
に
最
終
的
な
調
査
デ
ー

タ
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
る

予
定
だ
が
、
方
針
の
決
定

ま
で
に
時
間
の
猶
予
が
な

い
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年

10
月
頃
の
中
間
報
告
が
出

さ
れ
た
時
点
で
本
線
の
中

長
期
的
な
あ
り
方
に
つ
い

て
本
格
的
に
議
論
し
て
い

く
。

　
当
町
と
し
て
は
、
議
論

の
行
方
が
ど
う
な
ろ
う
と

上
市
町
民
の
大
切
な
足
で

あ
る
た
め
、
新
相
ノ
木
駅

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐

車
場
拡
張
の
可
能
性
や
カ

ミ
鉄
の
旅
の
再
実
施
を
検

討
す
る
な
ど
、
引
き
続
き

富
山
地
方
鉄
道
鉄
道
線
の

利
用
促
進
に
取
り
組
む
。

一
般
質
問
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駅前に待機するタクシー

予約乗合バス

碓井憲夫議員

廣田　透議員

議
員
　「
小
規
模
校
で
先

生
ら
し
い
仕
事
が
で
き

た
」「
大
き
な
学
校
は
課

題
を
こ
な
す
こ
と
で
精
一

杯
」 

先
生
方
の
声
だ
。「
少

子
化
だ
か
ら
学
校
の
統
合

は
仕
方
が
な
い
」
と
言
わ

れ
る
が
、
戦
後
の
歴
史
は

町
村
も
学
校
も
一
路
統
合

を
進
め
、
そ
の
こ
と
が
社

会
の
困
難
を
生
み
出
し
て

い
る
。
大
規
模
校
は
先
生

と
生
徒
の
負
荷
の
増
大
に

な
ら
な
い
か
。

町
長
　
県
で
は
、
県
立
高

校
の
再
編
が
議
論
さ
れ
て

い
る
が
、
大
規
模
校
は
１

学
年
４
８
０
人
、
中
規
模

校
で
１
学
年
１
６
０
人
か

ら
２
８
０
人
、
小
規
模
校

は
１
学
年
１
２
０
人
以
下

と
さ
れ
て
お
り
、
想
定
し

て
い
る
義
務
教
育
学
校
は

決
し
て
大
規
模
校
で
は
な

い
。
　
　
　

　
教
員
に
よ
る
十
分
な
指

導
が
受
け
づ
ら
い
複
式
学

級
に
よ
る
編
制
を
避
け
、

す
べ
て
の
児
童
生
徒
に
平

等
な
教
育
環
境
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
学
校
の
統
合

を
目
指
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
小
規
模
校
の
場

合
、
教
員
に
校
務
分
掌
が

生
じ
、
授
業
準
備
以
外
の

負
担
が
増
大
す
る
こ
と
、

教
員
が
少
な
い
と
授
業
内

容
、
学
級
運
営
に
つ
い
て

他
の
教
員
に
相
談
し
づ
ら

く
な
る
こ
と
等
の
問
題
が

あ
り
、
想
定
し
て
い
る
１

学
年
３
学
級
程
度
の
規
模

が
あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
問
題

を
逆
に
緩
和
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

議
員
　
多
額
の
投
資
を
し

て
、
大
規
模
校
を
建
設
、

学
校
の
一
極
集
中
を
図
る

の
で
は
な
く
、
校
区
の
学

校
を
分
校
方
式
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
は
、
校
区
を

残
し
建
設
費
用
も
削
減
で

き
る
。
校
区
の
学
校
に
分

散
す
る
検
討
を
。

町
長
　
小
中
学
校
を
同
じ

学
び
舎
で
過
ご
す
こ
と

で
、「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」

の
解
消
や
幅
広
い
異
学
年

交
流
の
促
進
が
図
ら
れ
、

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

拠
点
」
と
し
て
も
活
用
で

き
る
。

大
規
模
校
に
関
す
る
見
解
と

既
存
校
舎
の
分
散
利
用
の
検
討
を

一
般
質
問

議
員
　
高
齢
化
に
よ
り
町

営
バ
ス
の
利
便
性
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
他
市

町
で
導
入
さ
れ
て
い
る
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
乗
合
運
行

方
式
導
入
の
可
能
性
は
。

企
画
課
長
　
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン

ド
方
式
に
は
様
々
な
運
行

方
式
が
あ
る
が
、
役
場
と

し
て
も
チ
ョ
イ
ソ
コ
や
射

水
市
の
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ

ム
を
提
供
し
て
い
る
業
者

か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

た
。
そ
の
中
で
、
国
の
補

助
制
度
が
あ
る
と
は
い

え
、
導
入
経
費
や
毎
年
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
多

額
に
な
る
点
が
課
題
に
な

る
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
ど
の
方
式
も

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
運

転
手
の
確
保
が
昨
今
の
一

番
の
問
題
で
あ
る
。
ま
ず

は
町
内
の
タ
ク
シ
ー
２
事

業
者
に
相
談
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現

在
そ
の
２
社
に
は
デ
マ
ン

ド
方
式
の
町
営
バ
ス
２
路

線
を
運
行
し
て
も
ら
っ
て

お
り
、
運
転
手
の
人
数
や

自
社
営
業
を
並
行
す
る
点

で
、
運
行
時
間
帯
の
大
幅

な
拡
大
や
本
数
の
増
加
は

難
し
い
と
い
っ
た
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
民
間

タ
ク
シ
ー
は
、
利
用
者
の

細
か
な
移
動
ニ
ー
ズ
を
叶

え
る
重
要
な
存
在
で
、
町

の
公
共
交
通
を
支
え
る
大

切
な
担
い
手
で
あ
る
た

め
、
新
た
な
方
式
を
導
入

す
る
場
合
に
は
本
業
の
タ

ク
シ
ー
運
行
に
配
慮
し
た

う
え
で
十
分
な
協
力
体
制

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
利
用
者
、
特

に
高
齢
者
か
ら
町
営
バ
ス

の
利
便
性
向
上
を
望
む
声

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。
議
員
指
摘
の
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
乗
合
運
行
方

式
導
入
の
可
能
性
な
ど
を

引
き
続
き
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
営
バ
ス
の
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
化
を

一
般
質
問

廣田泰三議員

椎名寛子議員

義
務
教
育
学
校
の
規
模
見
直

し
で
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

が
な
く
な
っ
た
理
由

地域クラブに移行したクラブチーム

議
員
　
地
域
ク
ラ
ブ
の
指

導
者
は
ど
の
よ
う
な
資
格

を
保
有
し
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
地
域
ク
ラ
ブ
の
指
導
者

は
競
技
団
体
や
ス
ポ
ー
ツ

協
会
の
認
定
資
格
、
日
本

ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
指
導

員
な
ど
、
日
頃
の
指
導
や

大
会
の
引
率
に
必
要
と
さ

れ
る
資
格
を
取
得
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

議
員
　
令
和
８
年
度
以
降

の
放
課
後
の
生
徒
の
活
動

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。
　

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
学
校
部
活
動
は
段
階
的

に
縮
小
し
令
和
９
年
度
末

を
も
っ
て
終
了
す
る
方
針

で
あ
る
。
生
徒
自
ら
の
希

望
に
応
じ
て
幅
広
い
活
動

に
参
加
で
き
る
よ
う
、
地

域
ク
ラ
ブ
や
総
合
型
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
地
域
団

体
と
連
携
し
多
種
多
様
な

機
会
を
提
供
し
て
い
く
。

議
員
　
地
域
ク
ラ
ブ
等
の

代
わ
り
と
な
る
団
体
へ
の

負
担
軽
減
や
支
援
策
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
部
活
動
の
受
け
皿
と
な

る
地
域
団
体
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
運
営
支
援
の

あ
り
方
の
対
応
を
検
討
し

て
い
く
。

議
員
　
地
域
ク
ラ
ブ
等
に

対
す
る
教
育
委
員
会
や
中

学
校
の
関
与
や
支
援
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
町
で
は
地
域
ク
ラ
ブ
推

進
協
議
会
を
通
じ
て
ク
ラ

ブ
同
士
や
中
学
校
と
の
情

報
交
換
に
努
め
て
い
る
。

　
新
入
生
の
体
験
入
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
地
域
ク

ラ
ブ
活
動
紹
介
動
画
や
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
通
じ

て
学
校
行
事
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
る
。

中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
へ
の
展
開

一
般
質
問

議
員
　
夫
婦
だ
け
、
ま
た

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
世

帯
で
は
、
子
ど
も
の
お
迎

え
は
、
誰
に
も
頼
れ
な
い
。

今
後
若
い
世
帯
の
移
住
受

入
れ
も
し
て
い
く
の
で
あ

れ
ば
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
や
子
ど
も
の
居
場
所
は
、

充
実
す
る
べ
き
だ
が
、
何

故
、
当
初
の
計
画
案
か
ら

外
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
義
務
教
育
学
校
の
基
本

計
画
に
お
い
て
は
、
考
え

ら
れ
る
複
合
機
能
の
一
つ

と
し
て
、
主
に
上
市
中
央

小
学
校
区
内
の
児
童
向
け

に
、
現
行
の
上
市
中
央
小

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
同

規
模
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
を

組
み
込
ん
で
い
た
が
、
概

算
事
業
費
の
見
直
し
に
あ

た
り
、
延
床
面
積
縮
小
の

た
め
、
計
画
は
見
送
る
こ

と
に
な
っ
た
。
福
祉
課
か

ら
は
、
近
隣
保
育
施
設
へ

の
民
間
委
託
な
ど
検
討
し

て
い
く
予
定
と
聞
い
て
い

る
。

議
員
　
上
市
町
に
家
を
建

て
た
共
働
き
の
若
い
世
帯

が
、
子
ど
も
の
お
迎
え
の

時
間
ま
で
に
帰
っ
て
来
る

の
が
難
し
く
、
せ
っ
か
く

の
自
宅
を
手
放
し
他
の
町

へ
出
て
行
か
れ
た
話
を
聞

い
た
。
こ
う
い
う
こ
と
が

上
市
町
で
起
き
て
い
る
。

非
常
に
残
念
に
思
う
。

困
っ
て
い
る
の
は
一
部
の

方
達
か
も
し
な
い
が
、
本

当
に
何
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
の
か
町
は
き
ち
ん
と

把
握
し
、
困
っ
て
い
る
方

に
寄
り
添
う
、
そ
う
い
う

町
政
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

　
ま
た
、
先
行
統
合
後
の

通
学
方
法
が
２
キ
ロ
圏
内

は
徒
歩
で
あ
る
の
は
承
知

し
て
い
る
が
、
近
年
の
熊

の
出
没
、
変
質
者
に
よ
る

犯
罪
な
ど
か
ら
、
実
態
に

あ
わ
せ
て
柔
軟
に
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

子
ど
も
の
居
場
所
を
充
実
す
べ
き
だ

一
般
質
問

かみいち町議会広報
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駅前に待機するタクシー

予約乗合バス

碓井憲夫議員

廣田　透議員

議
員
　「
小
規
模
校
で
先

生
ら
し
い
仕
事
が
で
き

た
」「
大
き
な
学
校
は
課

題
を
こ
な
す
こ
と
で
精
一

杯
」 

先
生
方
の
声
だ
。「
少

子
化
だ
か
ら
学
校
の
統
合

は
仕
方
が
な
い
」
と
言
わ

れ
る
が
、
戦
後
の
歴
史
は

町
村
も
学
校
も
一
路
統
合

を
進
め
、
そ
の
こ
と
が
社

会
の
困
難
を
生
み
出
し
て

い
る
。
大
規
模
校
は
先
生

と
生
徒
の
負
荷
の
増
大
に

な
ら
な
い
か
。

町
長
　
県
で
は
、
県
立
高

校
の
再
編
が
議
論
さ
れ
て

い
る
が
、
大
規
模
校
は
１

学
年
４
８
０
人
、
中
規
模

校
で
１
学
年
１
６
０
人
か

ら
２
８
０
人
、
小
規
模
校

は
１
学
年
１
２
０
人
以
下

と
さ
れ
て
お
り
、
想
定
し

て
い
る
義
務
教
育
学
校
は

決
し
て
大
規
模
校
で
は
な

い
。
　
　
　

　
教
員
に
よ
る
十
分
な
指

導
が
受
け
づ
ら
い
複
式
学

級
に
よ
る
編
制
を
避
け
、

す
べ
て
の
児
童
生
徒
に
平

等
な
教
育
環
境
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
学
校
の
統
合

を
目
指
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
小
規
模
校
の
場

合
、
教
員
に
校
務
分
掌
が

生
じ
、
授
業
準
備
以
外
の

負
担
が
増
大
す
る
こ
と
、

教
員
が
少
な
い
と
授
業
内

容
、
学
級
運
営
に
つ
い
て

他
の
教
員
に
相
談
し
づ
ら

く
な
る
こ
と
等
の
問
題
が

あ
り
、
想
定
し
て
い
る
１

学
年
３
学
級
程
度
の
規
模

が
あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
問
題

を
逆
に
緩
和
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

議
員
　
多
額
の
投
資
を
し

て
、
大
規
模
校
を
建
設
、

学
校
の
一
極
集
中
を
図
る

の
で
は
な
く
、
校
区
の
学

校
を
分
校
方
式
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
は
、
校
区
を

残
し
建
設
費
用
も
削
減
で

き
る
。
校
区
の
学
校
に
分

散
す
る
検
討
を
。

町
長
　
小
中
学
校
を
同
じ

学
び
舎
で
過
ご
す
こ
と

で
、「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」

の
解
消
や
幅
広
い
異
学
年

交
流
の
促
進
が
図
ら
れ
、

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

拠
点
」
と
し
て
も
活
用
で

き
る
。

大
規
模
校
に
関
す
る
見
解
と

既
存
校
舎
の
分
散
利
用
の
検
討
を

一
般
質
問

議
員
　
高
齢
化
に
よ
り
町

営
バ
ス
の
利
便
性
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
他
市

町
で
導
入
さ
れ
て
い
る
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
乗
合
運
行

方
式
導
入
の
可
能
性
は
。

企
画
課
長
　
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン

ド
方
式
に
は
様
々
な
運
行

方
式
が
あ
る
が
、
役
場
と

し
て
も
チ
ョ
イ
ソ
コ
や
射

水
市
の
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ

ム
を
提
供
し
て
い
る
業
者

か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

た
。
そ
の
中
で
、
国
の
補

助
制
度
が
あ
る
と
は
い

え
、
導
入
経
費
や
毎
年
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
多

額
に
な
る
点
が
課
題
に
な

る
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
ど
の
方
式
も

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
運

転
手
の
確
保
が
昨
今
の
一

番
の
問
題
で
あ
る
。
ま
ず

は
町
内
の
タ
ク
シ
ー
２
事

業
者
に
相
談
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現

在
そ
の
２
社
に
は
デ
マ
ン

ド
方
式
の
町
営
バ
ス
２
路

線
を
運
行
し
て
も
ら
っ
て

お
り
、
運
転
手
の
人
数
や

自
社
営
業
を
並
行
す
る
点

で
、
運
行
時
間
帯
の
大
幅

な
拡
大
や
本
数
の
増
加
は

難
し
い
と
い
っ
た
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
民
間

タ
ク
シ
ー
は
、
利
用
者
の

細
か
な
移
動
ニ
ー
ズ
を
叶

え
る
重
要
な
存
在
で
、
町

の
公
共
交
通
を
支
え
る
大

切
な
担
い
手
で
あ
る
た

め
、
新
た
な
方
式
を
導
入

す
る
場
合
に
は
本
業
の
タ

ク
シ
ー
運
行
に
配
慮
し
た

う
え
で
十
分
な
協
力
体
制

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
利
用
者
、
特

に
高
齢
者
か
ら
町
営
バ
ス

の
利
便
性
向
上
を
望
む
声

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。
議
員
指
摘
の
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
乗
合
運
行
方

式
導
入
の
可
能
性
な
ど
を

引
き
続
き
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
営
バ
ス
の
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
化
を

一
般
質
問

廣田泰三議員

椎名寛子議員

義
務
教
育
学
校
の
規
模
見
直

し
で
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

が
な
く
な
っ
た
理
由

地域クラブに移行したクラブチーム

議
員
　
地
域
ク
ラ
ブ
の
指

導
者
は
ど
の
よ
う
な
資
格

を
保
有
し
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
地
域
ク
ラ
ブ
の
指
導
者

は
競
技
団
体
や
ス
ポ
ー
ツ

協
会
の
認
定
資
格
、
日
本

ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
指
導

員
な
ど
、
日
頃
の
指
導
や

大
会
の
引
率
に
必
要
と
さ

れ
る
資
格
を
取
得
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

議
員
　
令
和
８
年
度
以
降

の
放
課
後
の
生
徒
の
活
動

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。
　

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
学
校
部
活
動
は
段
階
的

に
縮
小
し
令
和
９
年
度
末

を
も
っ
て
終
了
す
る
方
針

で
あ
る
。
生
徒
自
ら
の
希

望
に
応
じ
て
幅
広
い
活
動

に
参
加
で
き
る
よ
う
、
地

域
ク
ラ
ブ
や
総
合
型
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
地
域
団

体
と
連
携
し
多
種
多
様
な

機
会
を
提
供
し
て
い
く
。

議
員
　
地
域
ク
ラ
ブ
等
の

代
わ
り
と
な
る
団
体
へ
の

負
担
軽
減
や
支
援
策
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
部
活
動
の
受
け
皿
と
な

る
地
域
団
体
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
運
営
支
援
の

あ
り
方
の
対
応
を
検
討
し

て
い
く
。

議
員
　
地
域
ク
ラ
ブ
等
に

対
す
る
教
育
委
員
会
や
中

学
校
の
関
与
や
支
援
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
町
で
は
地
域
ク
ラ
ブ
推

進
協
議
会
を
通
じ
て
ク
ラ

ブ
同
士
や
中
学
校
と
の
情

報
交
換
に
努
め
て
い
る
。

　
新
入
生
の
体
験
入
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
地
域
ク

ラ
ブ
活
動
紹
介
動
画
や
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
通
じ

て
学
校
行
事
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
る
。

中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
へ
の
展
開

一
般
質
問

議
員
　
夫
婦
だ
け
、
ま
た

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
世

帯
で
は
、
子
ど
も
の
お
迎

え
は
、
誰
に
も
頼
れ
な
い
。

今
後
若
い
世
帯
の
移
住
受

入
れ
も
し
て
い
く
の
で
あ

れ
ば
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
や
子
ど
も
の
居
場
所
は
、

充
実
す
る
べ
き
だ
が
、
何

故
、
当
初
の
計
画
案
か
ら

外
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
義
務
教
育
学
校
の
基
本

計
画
に
お
い
て
は
、
考
え

ら
れ
る
複
合
機
能
の
一
つ

と
し
て
、
主
に
上
市
中
央

小
学
校
区
内
の
児
童
向
け

に
、
現
行
の
上
市
中
央
小

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
同

規
模
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
を

組
み
込
ん
で
い
た
が
、
概

算
事
業
費
の
見
直
し
に
あ

た
り
、
延
床
面
積
縮
小
の

た
め
、
計
画
は
見
送
る
こ

と
に
な
っ
た
。
福
祉
課
か

ら
は
、
近
隣
保
育
施
設
へ

の
民
間
委
託
な
ど
検
討
し

て
い
く
予
定
と
聞
い
て
い

る
。

議
員
　
上
市
町
に
家
を
建

て
た
共
働
き
の
若
い
世
帯

が
、
子
ど
も
の
お
迎
え
の

時
間
ま
で
に
帰
っ
て
来
る

の
が
難
し
く
、
せ
っ
か
く

の
自
宅
を
手
放
し
他
の
町

へ
出
て
行
か
れ
た
話
を
聞

い
た
。
こ
う
い
う
こ
と
が

上
市
町
で
起
き
て
い
る
。

非
常
に
残
念
に
思
う
。

困
っ
て
い
る
の
は
一
部
の

方
達
か
も
し
な
い
が
、
本

当
に
何
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
の
か
町
は
き
ち
ん
と

把
握
し
、
困
っ
て
い
る
方

に
寄
り
添
う
、
そ
う
い
う

町
政
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

　
ま
た
、
先
行
統
合
後
の

通
学
方
法
が
２
キ
ロ
圏
内

は
徒
歩
で
あ
る
の
は
承
知

し
て
い
る
が
、
近
年
の
熊

の
出
没
、
変
質
者
に
よ
る

犯
罪
な
ど
か
ら
、
実
態
に

あ
わ
せ
て
柔
軟
に
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

子
ど
も
の
居
場
所
を
充
実
す
べ
き
だ

一
般
質
問
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こ
ど
も
が
デ
ジ
タ
ル
に
触
れ
ら

れ
る
場
所

(

群
馬
県

　

tsukurun G
U
N
M
A
)

◆事業費の縮減

上市町教育委員会提供資料より

設計・監理費、建設費

解体費（小学校２校）

　　　　計

見直し後
全体事業費

（PFI又はDBO方式）
全体事業費
（従来方式）

種　　別

112億円

14億円

126億円

102億円

12億円

114億円

93億円

12億円

105億円

見
直
し
項
目

当

　局

将
来
の
た
め
デ
ジ
タ
ル
を

使
い
こ
な
せ
る
町
へ

町
内
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
は
ど
の
よ
う

か

学
校
の
あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会
（
８
月
21
日
開
催
）

　
　
　
　
〜
義
務
教
育
学
校
整
備
計
画
の
一
部
見
直
し
に
つ
い
て
〜

ま
ら
な
い
と
出
せ
な
い
。

文
部
科
学
省
の
補
助
金
の

ほ
か
、
国
土
交
通
省
な
ど

の
補
助
制
度
も
活
用
す
る
。

学
校
の
建
設
に
お
い
て
は

町
内
業
者
の
活
用
を
明
確

に
せ
よ
。

　
ど
う
い
っ
た
形
で
仕
様

書
に
盛
り
込
め
る
か
を
、

検
討
す
る
。

①
学
校
規
模
の
想
定

②
事
業
費
の
縮
減

③
校
舎
の
有
効
活
用

　
文
部
科
学
省
で
は
、
学

校
施
設
を
地
域
や
社
会
と

連
携
・
協
働
し
、
と
も
に

創
造
す
る
「
共
創
空
間
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い

る
。
上
市
町
学
校
教
育
審

議
会
か
ら
の
答
申
も
こ
の

考
え
方
を
踏
ま
え
た
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。

見
直
し
後
に
複
合
機
能
と

し
て
計
画
し
て
い
る
も
の

は
。

　
学
校
図
書
館
を
整
備

し
、
絵
本
室
機
能
を
併
設

す
る
。
他
に
は
特
別
教
室

等
を
町
民
や
子
ど
も
た
ち

に
開
放
し
、
放
課
後
な
ど

に
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
や
学

習
室
と
し
て
利
用
し
て
も

ら
う
。

校
舎
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
は
。

　
廊
下
や
教
室
を
可
変
式

と
し
空
間
を
広
げ
て
活
動

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
学

び
の
場
や
、
学
年
集
会
に

も
利
用
す
る
。

町
立
図
書
館
は
。

　
当
初
学
校
の
中
に
建
設

を
予
定
し
て
い
た
が
、
現

在
の
図
書
館
が
高
校
生
の

学
習
室
と
し
て
利
用
さ
れ

て
お
り
今
の
場
所
に
残

す
。
た
だ
し
蔵
書
が
古
い

も
の
が
多
い
た
め
、
町
民

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
い

く
。

防
災
に
関
す
る
機
能
は
。

　
災
害
時
の
備
品
を
備
蓄

し
て
お
く
ほ
か
、
体
育
館

に
冷
暖
房
設
備
を
完
備
す

る
。

建
設
に
対
す
る
補
助
金
は
。

　
施
設
の
機
能
全
体
が
固

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

・
公
民
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

・
公
民
館
の
フ
ロ
ー
リ
ン

　
グ
化

議
員

　近
年
の
デ
ジ
タ
ル

社
会
化
に
対
応
で
き
る
人

材
を
育
成
し
、
将
来
の
地

域
間
格
差
を
な
く
す
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
町
職
員
の
デ

ジ
タ
ル
研
修
と
し
て
県
の

研
修
や
、Ｄ
Ｘ
リ
ー
ダ
ー

養
成
の
研
修
を
受
け
て
い

る
。
さ
ら
に
画
像
・
動
画

作
成
、
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
も

受
講
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
急
速
な
人
口
減
少
が
見

込
ま
れ
る
中
、
自
治
体
に

は
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
住
民
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
、
業
務

を
効
率
化
し
、
人
的
資
源

を
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

企
画
課
長

  

「
Ｄ
Ｘ
戦
略

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
つ

と
し
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
内
の
「
ス
マ
ホ

役
場
」
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
積
極
的
に
進
め

て
い
る
。Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録

も
３
倍
に
増
え
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
満
足
度
も
非
常

に
高
い
。
ス
マ
ホ
教
室
を

精
力
的
に
開
催
し
、
庁
内

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
改
善
に

も
努
め
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
小
中
学
校
で
は
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
理
解
し
日
常
の

道
具
と
し
て
活
用
す
る
能

力
、
論
理
的
思
考
を
身
に

付
け
問
題
解
決
で
き
る
能

力
、
ル
ー
ル
を
守
り
安
全

に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
う

能
力
の
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。

一
般
質
問

當波紀子議員

酒 井 桂 之

椎 名 寛 子

令
和
７
年
度
　
議
会
運
営
委
員
会
視
察
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
８
月
18
日
〜
19
日
）

議
場
の
見
学
（
上
越
市
議
会
）

研
修
会
の
様
子

研修の様子(長野市議会)

コンテナ商店街(フルサット)

令
和
７
年
度
　
町
村
議
会
広
報
研
修
会
報
告

　
　
　
　
（
８
月
28
日
　LIN

E C
U
B
E S
H
IB
U
Y
A

）

【
フ
ル
サ
ッ
ト
】

　
北
陸
新
幹
線
上
越
妙
高

駅
前
に
、
民
間
が
運
営
す

る
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
商
店

街
が
あ
る
。
か
つ
て
田
ん

ぼ
が
広
が
る
何
も
な
い
場

所
だ
っ
た
が
、
今
や
商
業

用
コ
ン
テ
ナ
を
利
用
し
た

お
洒
落
な
お
店
が
立
ち
並

ぶ
「
街
」
と
な
り
、
賑
わ

い
を
創
出
し
て
い
る
。
こ

の
成
功
事
例
の
肝
は
、
地

域
お
こ
し
活
動
に
と
り
つ

か
れ
た
リ
ー
ダ
ー
の
出
現

で
あ
る
。
近
い
将
来
、
上

市
町
に
現
れ
て
は
く
れ
ま

い
か
。
　
　

【
長
野
県
長
野
市
】

　
長
野
市
議
会
で
は
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の

た
め
の
倫
理
規
定
を
整

備
、
研
修
な
ど
を
推
進

し
て
い
く
た
め
、
令
和

４
年
に
「
長
野
市
議
会

に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
防
止
等
に
関
す
る

要
綱
」
を
策
定
し
た
。

　
ま
た
、
少
人
数
で
自

由
に
対
話
す
る
「
議
員

と
話
そ
う
カ
フ
ェ
ト
ー

ク
」
を
開
催
し
、
若
い

世
代
へ
議
会
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
議

会
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
上
市
町
で
も
実

施
の
可
能
性
を
探
り
た

い
。

【
新
潟
県
上
越
市
】

上
越
市
で
は
住
民
の
多
様

な
意
見
を
把
握
し
、
住
民

参
画
を
図
る
た
め
「
ご
意

見
を
聴
く
会
」
や
「
議
員

と
気
軽
に
ト
ー
ク
」
を
実

施
。
本
市
に
お
い
て
も
議

会
改
革
に
積
極
的
で
あ
る
。

動
し
て
い
る
の
が
よ
く
わ

か
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の

紙
面
で
す
か
ら
、
さ
ぞ
か

し
編
集
ソ
フ
ト
を
使
い
こ

な
し
て
い
る
の
か
と
思
い

き
や
、
原
稿
は
手
書
き
の

ラ
フ
で
あ
る
こ
と
に
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。
毎
号
工

夫
と
進
化
が
見
ら
れ
、
紙

面
に
対
す
る
熱
い
思
い

が
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を

取
る
力
の
源
な
の
で
し
ょ

う
。

　
わ
が
町
の
議
会
広
報
も
、

最
近
で
は
特
集
ペ
ー
ジ
に

挑
戦
し
た
り
、
紙
面
を
よ

り
見
や
す
く
す
る
た
め
、

試
行
錯
誤
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
読
ん
で
い
た

だ
け
る
広
報
誌
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
回
興
味
が
あ
っ
た
の

が
、
動
画
撮
影
で
す
。
人

を
撮
る
時
に
最
も
考
慮
す

べ
き
は
構
図
で
、例
え
ば
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
真
ん

中
に
テ
ー
プ
を
貼
り
、
そ

れ
よ
り
上
に
顔
が
あ
る
よ

う
に
す
る
と
、
テ
ロ
ッ
プ

が
人
と
被
ら
な
い
映
像
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
距
離

と
高
さ
を
意
識
し
、
背
後

に
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
と
、

圧
迫
感
な
く
映
像
が
撮
れ

ま
す
。

　
今
回
の
研
修
を
活
か
し
、

議
員
の
動
画
を
載
せ
て
、

町
民
に
対
し
自
分
の
思
い

を
伝
え
る
、
そ
ん
な
紙
面

も
面
白
い
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
町
の
課
題
の
動
画
を

使
っ
て
発
信
す
る
こ
と
も

で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
う
考
え
た
ら
、
広
報

誌
は
多
く
の
可
能
性
を
秘

て
い
ま
す
ね
。

　
講
師
の
中
に
は
、
全
国

町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

ら
れ
た
町
村
議
員
が
登
壇

さ
れ
ま
す
。
今
回
は
福
岡

県
大
刀
洗
町
議
会
の
議
会

広
報
委
員
長
が
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
自
分
た
ち
と
同

じ
立
場
で
あ
る
議
員
が
講

師
を
し
て
い
る
こ
と
に
、

尊
敬
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
大
刀
洗
町
の
紙
面
を
見

る
と
、
議
会
が
活
発
に
活

かみいち町議会広報
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こ
ど
も
が
デ
ジ
タ
ル
に
触
れ
ら

れ
る
場
所

(

群
馬
県

　

tsukurun G
U
N
M
A
)

◆事業費の縮減

上市町教育委員会提供資料より

設計・監理費、建設費

解体費（小学校２校）

　　　　計

見直し後
全体事業費

（PFI又はDBO方式）
全体事業費
（従来方式）

種　　別

112億円

14億円

126億円

102億円

12億円

114億円

93億円

12億円

105億円

見
直
し
項
目

当

　局

将
来
の
た
め
デ
ジ
タ
ル
を

使
い
こ
な
せ
る
町
へ

町
内
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
は
ど
の
よ
う

か

学
校
の
あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会
（
８
月
21
日
開
催
）

　
　
　
　
〜
義
務
教
育
学
校
整
備
計
画
の
一
部
見
直
し
に
つ
い
て
〜

ま
ら
な
い
と
出
せ
な
い
。

文
部
科
学
省
の
補
助
金
の

ほ
か
、
国
土
交
通
省
な
ど

の
補
助
制
度
も
活
用
す
る
。

学
校
の
建
設
に
お
い
て
は

町
内
業
者
の
活
用
を
明
確

に
せ
よ
。

　
ど
う
い
っ
た
形
で
仕
様

書
に
盛
り
込
め
る
か
を
、

検
討
す
る
。

①
学
校
規
模
の
想
定

②
事
業
費
の
縮
減

③
校
舎
の
有
効
活
用

　
文
部
科
学
省
で
は
、
学

校
施
設
を
地
域
や
社
会
と

連
携
・
協
働
し
、
と
も
に

創
造
す
る
「
共
創
空
間
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い

る
。
上
市
町
学
校
教
育
審

議
会
か
ら
の
答
申
も
こ
の

考
え
方
を
踏
ま
え
た
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。

見
直
し
後
に
複
合
機
能
と

し
て
計
画
し
て
い
る
も
の

は
。

　
学
校
図
書
館
を
整
備

し
、
絵
本
室
機
能
を
併
設

す
る
。
他
に
は
特
別
教
室

等
を
町
民
や
子
ど
も
た
ち

に
開
放
し
、
放
課
後
な
ど

に
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
や
学

習
室
と
し
て
利
用
し
て
も

ら
う
。

校
舎
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
は
。

　
廊
下
や
教
室
を
可
変
式

と
し
空
間
を
広
げ
て
活
動

で
き
る
よ
う
に
す
る
。
学

び
の
場
や
、
学
年
集
会
に

も
利
用
す
る
。

町
立
図
書
館
は
。

　
当
初
学
校
の
中
に
建
設

を
予
定
し
て
い
た
が
、
現

在
の
図
書
館
が
高
校
生
の

学
習
室
と
し
て
利
用
さ
れ

て
お
り
今
の
場
所
に
残

す
。
た
だ
し
蔵
書
が
古
い

も
の
が
多
い
た
め
、
町
民

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
い

く
。

防
災
に
関
す
る
機
能
は
。

　
災
害
時
の
備
品
を
備
蓄

し
て
お
く
ほ
か
、
体
育
館

に
冷
暖
房
設
備
を
完
備
す

る
。

建
設
に
対
す
る
補
助
金
は
。

　
施
設
の
機
能
全
体
が
固

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

・
公
民
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

・
公
民
館
の
フ
ロ
ー
リ
ン

　
グ
化

議
員

　近
年
の
デ
ジ
タ
ル

社
会
化
に
対
応
で
き
る
人

材
を
育
成
し
、
将
来
の
地

域
間
格
差
を
な
く
す
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
町
職
員
の
デ

ジ
タ
ル
研
修
と
し
て
県
の

研
修
や
、Ｄ
Ｘ
リ
ー
ダ
ー

養
成
の
研
修
を
受
け
て
い

る
。
さ
ら
に
画
像
・
動
画

作
成
、
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
も

受
講
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
急
速
な
人
口
減
少
が
見

込
ま
れ
る
中
、
自
治
体
に

は
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
住
民
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
、
業
務

を
効
率
化
し
、
人
的
資
源

を
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

企
画
課
長

  

「
Ｄ
Ｘ
戦
略

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
つ

と
し
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
内
の
「
ス
マ
ホ

役
場
」
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
積
極
的
に
進
め

て
い
る
。Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録

も
３
倍
に
増
え
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
満
足
度
も
非
常

に
高
い
。
ス
マ
ホ
教
室
を

精
力
的
に
開
催
し
、
庁
内

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
改
善
に

も
努
め
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
小
中
学
校
で
は
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
理
解
し
日
常
の

道
具
と
し
て
活
用
す
る
能

力
、
論
理
的
思
考
を
身
に

付
け
問
題
解
決
で
き
る
能

力
、
ル
ー
ル
を
守
り
安
全

に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
う

能
力
の
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。

一
般
質
問

當波紀子議員

酒 井 桂 之

椎 名 寛 子

令
和
７
年
度
　
議
会
運
営
委
員
会
視
察
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
８
月
18
日
〜
19
日
）

議
場
の
見
学
（
上
越
市
議
会
）

研
修
会
の
様
子

研修の様子(長野市議会)

コンテナ商店街(フルサット)

令
和
７
年
度
　
町
村
議
会
広
報
研
修
会
報
告

　
　
　
　
（
８
月
28
日
　LIN

E C
U
B
E S
H
IB
U
Y
A

）

【
フ
ル
サ
ッ
ト
】

　
北
陸
新
幹
線
上
越
妙
高

駅
前
に
、
民
間
が
運
営
す

る
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
商
店

街
が
あ
る
。
か
つ
て
田
ん

ぼ
が
広
が
る
何
も
な
い
場

所
だ
っ
た
が
、
今
や
商
業

用
コ
ン
テ
ナ
を
利
用
し
た

お
洒
落
な
お
店
が
立
ち
並

ぶ
「
街
」
と
な
り
、
賑
わ

い
を
創
出
し
て
い
る
。
こ

の
成
功
事
例
の
肝
は
、
地

域
お
こ
し
活
動
に
と
り
つ

か
れ
た
リ
ー
ダ
ー
の
出
現

で
あ
る
。
近
い
将
来
、
上

市
町
に
現
れ
て
は
く
れ
ま

い
か
。
　
　

【
長
野
県
長
野
市
】

　
長
野
市
議
会
で
は
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の

た
め
の
倫
理
規
定
を
整

備
、
研
修
な
ど
を
推
進

し
て
い
く
た
め
、
令
和

４
年
に
「
長
野
市
議
会

に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
防
止
等
に
関
す
る

要
綱
」
を
策
定
し
た
。

　
ま
た
、
少
人
数
で
自

由
に
対
話
す
る
「
議
員

と
話
そ
う
カ
フ
ェ
ト
ー

ク
」
を
開
催
し
、
若
い

世
代
へ
議
会
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
議

会
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
上
市
町
で
も
実

施
の
可
能
性
を
探
り
た

い
。

【
新
潟
県
上
越
市
】

上
越
市
で
は
住
民
の
多
様

な
意
見
を
把
握
し
、
住
民

参
画
を
図
る
た
め
「
ご
意

見
を
聴
く
会
」
や
「
議
員

と
気
軽
に
ト
ー
ク
」
を
実

施
。
本
市
に
お
い
て
も
議

会
改
革
に
積
極
的
で
あ
る
。

動
し
て
い
る
の
が
よ
く
わ

か
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の

紙
面
で
す
か
ら
、
さ
ぞ
か

し
編
集
ソ
フ
ト
を
使
い
こ

な
し
て
い
る
の
か
と
思
い

き
や
、
原
稿
は
手
書
き
の

ラ
フ
で
あ
る
こ
と
に
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。
毎
号
工

夫
と
進
化
が
見
ら
れ
、
紙

面
に
対
す
る
熱
い
思
い

が
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を

取
る
力
の
源
な
の
で
し
ょ

う
。

　
わ
が
町
の
議
会
広
報
も
、

最
近
で
は
特
集
ペ
ー
ジ
に

挑
戦
し
た
り
、
紙
面
を
よ

り
見
や
す
く
す
る
た
め
、

試
行
錯
誤
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
読
ん
で
い
た

だ
け
る
広
報
誌
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
回
興
味
が
あ
っ
た
の

が
、
動
画
撮
影
で
す
。
人

を
撮
る
時
に
最
も
考
慮
す

べ
き
は
構
図
で
、例
え
ば
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
真
ん

中
に
テ
ー
プ
を
貼
り
、
そ

れ
よ
り
上
に
顔
が
あ
る
よ

う
に
す
る
と
、
テ
ロ
ッ
プ

が
人
と
被
ら
な
い
映
像
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
距
離

と
高
さ
を
意
識
し
、
背
後

に
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
と
、

圧
迫
感
な
く
映
像
が
撮
れ

ま
す
。

　
今
回
の
研
修
を
活
か
し
、

議
員
の
動
画
を
載
せ
て
、

町
民
に
対
し
自
分
の
思
い

を
伝
え
る
、
そ
ん
な
紙
面

も
面
白
い
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
町
の
課
題
の
動
画
を

使
っ
て
発
信
す
る
こ
と
も

で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
う
考
え
た
ら
、
広
報

誌
は
多
く
の
可
能
性
を
秘

て
い
ま
す
ね
。

　
講
師
の
中
に
は
、
全
国

町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

ら
れ
た
町
村
議
員
が
登
壇

さ
れ
ま
す
。
今
回
は
福
岡

県
大
刀
洗
町
議
会
の
議
会

広
報
委
員
長
が
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
自
分
た
ち
と
同

じ
立
場
で
あ
る
議
員
が
講

師
を
し
て
い
る
こ
と
に
、

尊
敬
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
大
刀
洗
町
の
紙
面
を
見

る
と
、
議
会
が
活
発
に
活

かみいち町議会広報
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どうしたら
解決できる？

　公共交通特集第２弾では、富山県内他市町の先進的な取組みをご紹介しました。他の自
治体も同じ悩みを抱えており、巡回バスが空気を運んでいるという状況はどこも同じでし
た。そこから住民のためにどうやって利便性を高めていくか各市町で試行錯誤した結果が、
前号で紹介した取組みに繋がったのだと思われます。
　我々は、他の自治体に出来て上市町に出来ないことは
ないと考えています。どのような公共交通のあり方が上市
町にとってより良い形なのか、今回はそちらに焦点を当て
て検証していきます。

※　新しい交通システムの実現にむけ、議会広報特別委員会として引き続き町へ提案していきます！（廣田　透）

（一例）チョイソコシステムの概要図（チョイソコＨＰより）

取材から見えた町の課題取材から見えた町の課題

我々からの提案我々からの提案

「乗り合い型送迎サービス」とは「乗り合い型送迎サービス」とは 利用しやすい移動手段に向けて公共交通特集
第３弾

① 運転手不足
・昼間のバスを運行していない時間でも運転手の拘束が必要。
・平日及び土曜日は朝夕の同時間帯に５路線で４台のバスが運行するため、運転
手は４人必要。

② バスは片道利用が多い
・行きのバスの便に時間を合わせると帰りの便まで３時間程度の待ち時間が発生してしまうた
め、行き帰りのどちらかをタクシー又は家族の送迎とする利用が多い。

③ バス停までの距離が遠い
・国土交通省の調査で｢無理なく休まずに歩ける距離は100ｍまで｣と回答した65歳以上は
10％、75歳以上は17％である。高齢者の歩行への抵抗感を解消できる仕組みが必要。
 （｢平成27年全国都市交通特性調査｣より)

④ 路線以外の場所に行く場合乗り継ぎが必要
・例えば南加積線から大岩へ行く場合、一度上市駅で乗り換えが必要。

　電話やインターネットで予約すると、おおよそ指定の時間に指定の場所へ送迎車が到着し、
AI システムが最短ルートを導き出し送迎してくれるサービスのことです。
　バス停間の移動ですが、商業施設や公共施設などへのバス停の設置が容易なことから、公共
交通空白地帯の解消に繋がることが期待されます。

　できるだけ他の人に迷

惑を掛けたくないから、

ひとりで行きたい場所へ

自由に行ける仕組みが

あったらいいと思います。

　現在の町営バスでは、バス停が遠かった

り、待ち時間が長かったりするので、今の

ままでは、なかなか乗る気にならないのが

正直な気持ちです。

　買い物や通院で南加積

線をよく利用しています。

帰りは時間が合わなくて、

仕方なくタクシーを利用

することがあります。

　ＡＩオンデマンド交通は魅力的ですが、

スマホは持っていないので、帰りの予約を

外出先で入れるのは大変かな。運賃が高い

と乗れないかな。でも期待してます。

◆ 地域内の資源有効活用→
 　タクシー会社を 巻き込んだ新しい制度作り
　前号で紹介した旧大沢野町の「シルバータクシー」、小矢部市の「チョイソコおやべ」、旧大
山町の「あいのり大山」、そして運転手が住民、運営がタクシー会社である朝日町の「ノッカ
ル朝日町」は、どこも地元のタクシー会社と共同で事業を進めています。ここで重要なのは、
タクシー会社の営業を圧迫せず、共にwinwin の関係を築いていくことがポイントとなります。

◆ 乗り合い型の送迎サービスで、高齢者が自由に移動できる環境作り
　車を利用しない高齢者が自由に出かけることが出来ると、町の活性化や、元気な高齢者の増
加にもつながり、町全体に活気が出てくると思われます。好きな時間に行きたい場所へ直接行
ける「乗り合い型送迎サービス」を始めることが、高齢化が進む上市町にとってより良い形で
はないかと考えます。

特集第２弾掲載号
No.4４はこちら→

午前中に市役所に
行きたい

10時前後に
スーパーに
行きたい

9時30分に
病院に行きたい

村崎さん（若杉） 平井さん（旭町）

町民の生の声をインタビュー！町民の生の声をインタビュー！町民の生の声をインタビュー！

かみいち町議会広報
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どうしたら
解決できる？

　公共交通特集第２弾では、富山県内他市町の先進的な取組みをご紹介しました。他の自
治体も同じ悩みを抱えており、巡回バスが空気を運んでいるという状況はどこも同じでし
た。そこから住民のためにどうやって利便性を高めていくか各市町で試行錯誤した結果が、
前号で紹介した取組みに繋がったのだと思われます。
　我々は、他の自治体に出来て上市町に出来ないことは
ないと考えています。どのような公共交通のあり方が上市
町にとってより良い形なのか、今回はそちらに焦点を当て
て検証していきます。

※　新しい交通システムの実現にむけ、議会広報特別委員会として引き続き町へ提案していきます！（廣田　透）

（一例）チョイソコシステムの概要図（チョイソコＨＰより）

取材から見えた町の課題取材から見えた町の課題

我々からの提案我々からの提案

「乗り合い型送迎サービス」とは「乗り合い型送迎サービス」とは 利用しやすい移動手段に向けて公共交通特集
第３弾

① 運転手不足
・昼間のバスを運行していない時間でも運転手の拘束が必要。
・平日及び土曜日は朝夕の同時間帯に５路線で４台のバスが運行するため、運転
手は４人必要。

② バスは片道利用が多い
・行きのバスの便に時間を合わせると帰りの便まで３時間程度の待ち時間が発生してしまうた
め、行き帰りのどちらかをタクシー又は家族の送迎とする利用が多い。

③ バス停までの距離が遠い
・国土交通省の調査で｢無理なく休まずに歩ける距離は100ｍまで｣と回答した65歳以上は
10％、75歳以上は17％である。高齢者の歩行への抵抗感を解消できる仕組みが必要。
 （｢平成27年全国都市交通特性調査｣より)

④ 路線以外の場所に行く場合乗り継ぎが必要
・例えば南加積線から大岩へ行く場合、一度上市駅で乗り換えが必要。

　電話やインターネットで予約すると、おおよそ指定の時間に指定の場所へ送迎車が到着し、
AI システムが最短ルートを導き出し送迎してくれるサービスのことです。
　バス停間の移動ですが、商業施設や公共施設などへのバス停の設置が容易なことから、公共
交通空白地帯の解消に繋がることが期待されます。

　できるだけ他の人に迷

惑を掛けたくないから、

ひとりで行きたい場所へ

自由に行ける仕組みが

あったらいいと思います。

　現在の町営バスでは、バス停が遠かった

り、待ち時間が長かったりするので、今の

ままでは、なかなか乗る気にならないのが

正直な気持ちです。

　買い物や通院で南加積

線をよく利用しています。

帰りは時間が合わなくて、

仕方なくタクシーを利用

することがあります。

　ＡＩオンデマンド交通は魅力的ですが、

スマホは持っていないので、帰りの予約を

外出先で入れるのは大変かな。運賃が高い

と乗れないかな。でも期待してます。

◆ 地域内の資源有効活用→
 　タクシー会社を 巻き込んだ新しい制度作り
　前号で紹介した旧大沢野町の「シルバータクシー」、小矢部市の「チョイソコおやべ」、旧大
山町の「あいのり大山」、そして運転手が住民、運営がタクシー会社である朝日町の「ノッカ
ル朝日町」は、どこも地元のタクシー会社と共同で事業を進めています。ここで重要なのは、
タクシー会社の営業を圧迫せず、共にwinwin の関係を築いていくことがポイントとなります。

◆ 乗り合い型の送迎サービスで、高齢者が自由に移動できる環境作り
　車を利用しない高齢者が自由に出かけることが出来ると、町の活性化や、元気な高齢者の増
加にもつながり、町全体に活気が出てくると思われます。好きな時間に行きたい場所へ直接行
ける「乗り合い型送迎サービス」を始めることが、高齢化が進む上市町にとってより良い形で
はないかと考えます。

特集第２弾掲載号
No.4４はこちら→

午前中に市役所に
行きたい

10時前後に
スーパーに
行きたい

9時30分に
病院に行きたい

村崎さん（若杉） 平井さん（旭町）

町民の生の声をインタビュー！町民の生の声をインタビュー！町民の生の声をインタビュー！

かみいち町議会広報
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連絡先　上市町議会
〒930―0393 富山県中新川郡上市町法音寺１　☎076―472―2550　FAX076―472―1115　ホームページhttps://www.town.kamiichi.toyama.jp/

東　町

　

酒井容子さん
稗　田

田村　聡さん

議会傍聴しませんか。
日程は、町広報とホームページで確認願います。

　
結
婚
を
機
に
富
山
市
よ
り
上
市
町
に
参
り
ま
し
た
。
上
市

町
は
と
て
も
自
然
が
豊
か
で
、
す
ぐ
に
好
き
に
な
り
ま
し

た
。

　
出
産
で
か
み
い
ち
総
合
病
院
を
利
用
し
、
便
利
な
街
と
思

い
ま
し
た
が
、
町
中
の
商
店
街
の
元
気
が
無
く
な
っ
た
の
が

残
念
で
す
。

　
義
母
の
介
護
に
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
も
協
力

し
て
家
族
の
き
ず
な
が
深
ま
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
今
は
実

母
の
介
護
で
親
孝
行
さ
せ
て
貰
っ
て
い
ま
す
。
行
政
の
皆
様

に
お
世
話
に
な
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

●
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　
地
域
の
お
年
寄
り
に
接
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
一
人

暮
ら
し
の
方
も
多
く
お
ら
れ
、
と
て
も
心
配
し
て
い
ま
す
。

お
買
い
物
や
通
院
で
苦
労
し
て
い
る
方
が
多
い
で
す
ね
。
議

会
で
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
の
表
紙
は
、
ふ
る

さ
と
観
光
上
市
ま
つ
り
で

す
。
街
中
に
響
き
渡
る
上

市
音
頭
を
聞
く
と
、
自
然

と
こ
ち
ら
も
手
拍
子
で
調

子
を
取
り
、
思
わ
ず
踊
り

た
く
な
り
ま
す
。
上
市
町

の
未
来
へ
残
す
べ
き
伝
統

行
事
の
一
つ
で
す
ね
。

　
先
日
、
議
会
広
報
研
修

会
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
最
近
は
動
画
を
使
っ

た
広
報
が
増
え
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。
紙
面
と
は

違
っ
た
面
白
さ
が
あ
り
、

今
後
は
ぜ
ひ
上
市
町
議
会

で
も
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
号
を
も
ち
ま

し
て
現
在
の
広
報
委
員
会

が
発
行
す
る
議
会
広
報
は

最
後
と
な
り
ま
す
。
任
期

中
は
、
議
会
活
動
の
様
子

や
町
の
課
題
・
取
組
み
を
、

少
し
で
も
分
か
り
易
く
お

伝
え
出
来
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
時
に
厳

し
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
も
、
温
か
い
言
葉

を
か
け
て
頂
き
、
本
当
に

励
み
に
な
り
ま
し
た
。
次

号
か
ら
新
体
制
と
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様

の
声
を
町
政
へ
届
け
て
行

き
ま
す
。
　（
當
波
紀
子
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
酒
井
　
一
好

副
委
員
長
　
當
波
　
紀
子

委
　
　
員
　
廣
田
　
　
透

　
　
　
　
　
椎
名
　
寛
子

　
　
　
　
　
廣
田
　
泰
三

　
　
　
　
　
松
本
　
　
寛

　
　
　
　
　
寺
西
　
庄
司

編
集
後
記

編
集
後
記

　
町
民
の
声
コ
ー
ナ
ー

に
、
ひ
と
言
お
寄
せ
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
各
議
員
ま

た
は
議
会
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

会
議
録
の
閲
覧

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
本

会
議
の
会
議
録
の
検
索
や
閲

覧
が
で
き
ま
す
。
（
定
例
会

終
了
後
約
２
カ
月
後
に
更
新

さ
れ
ま
す
。）

　
議
会
会
議
録
検
索

https://w
w
w
.tow
n.kam

iichi.
toyam

a.dbsr.jp/

「
声
」
の
募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

町民の声　紹介

　
昨
年
10
月
に
八
王
子
市
か
ら
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
築
60

年
の
古
民
家
を
譲
り
受
け
た
も
の
の
、
約
10
年
間
の
空
き
家

ブ
ラ
ン
ク
を
埋
め
る
の
は
結
構
大
変
で
し
た
。
町
か
ら
の
空

家
改
修
補
助
金
１
０
０
万
円
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
改
修
に

使
わ
せ
て
も
ら
い
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。

　
70
歳
を
超
え
て
東
京
か
ら
上
市
に
移
住
す
る
と
い
う
の
は

大
冒
険
で
し
た
が
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
・
ア
ド
バ
イ
ス

に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

●
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　
過
去
に
町
議
会
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
問

の
議
員
さ
ん
、
回
答
の
職
員
さ
ん
、
双
方
真
剣
に
や
り
取
り

さ
れ
好
感
が
持
て
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
教
育
環
境
整
備
、
管
理
不
全
空
家
問
題
、
農
業

後
継
者
育
成
等
の
課
題
を
解
決
し
て
い
た
だ
き
、
私
も
町
政

に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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